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育ってほしい姿

5歳児の主な活動
（〇活動例）

小学校生活科の主な単元構
成

（〇単元名）

◆家庭との連携
☆学校運営協議会との連携

保幼小中一貫教育に係る取組

地域との関わりで
経験させたい活動・遊び

　田村市版架け橋期カリキュラム
　～中学校区独自で大切にしたいこと～

年長　5歳児 小学校1年生

〇幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿（10の姿）と

教師の関わり

〇１０の姿を紡ぎ高める
１年生の学習と
教師の関わり（例）

□主体的に学び、表現でき
るための環境構成に込めら

れた教師の意図

（２）自立心

〇あきらめずに取り組めるように励まし続け、寄り添う

〇やりたいことを選んで行動できる環境設定

〇考えたことを試すことができる適切な環境設定

主体的に学び、表現できる子ども

植物の栽培

〇花をさかせよう（あさがお）

・たねをまこう

・花が咲いたよ

・たねができたよ

・わたしの花のこと教えたいな

年長になった喜びと自覚をもって、

園生活を楽しむ

春の生き物を見つけよう

〇虫をさがそう 〇春の草花を集めよう

【歌】 チューリップ

【手遊び】グーチョキパー

【仲間づくり】ジャンケン列車

【絵本】はらぺこあおむし

【体操】エビカニクス

□思いを自由に表現できるよう、思いを引き出す声掛けをしたり、スピーチタイムを設けたりする。

□学びが広がることや深まることが実感できるよう、友達と協力して活動をする姿を認めながらグ

ループ活動の適切な補助や見守りをする。

□思いを自由に表現できるよう、作品掲示コーナーを設置する。

○運動遊び（縄跳び遊び・アスレチック遊び・鬼ごっこなど）

○ごっこ遊び（おままごと・お祭りごっこなど）

正月・伝承遊び

〇すごろく

〇カルタとり

◇教育面談 ◇★就学相談

【歌】 田村市民の歌
【歌】 手のひらを太陽に

【仲間づくり】フルーツバスケット【仲間づくり】だるまさんがころんだ

【絵本】モチモチの木【絵本】パンどろぼう

【手遊び】アルプス一万尺【手遊び】おてらのおしょうさん

□身近な自然に目が向けられるように、園

内外の自然に触れる時間や機会を確保す

る。

□時間や場の設定をし、必要に応じて援助する。

□活動への意欲向上のため、目的をもって

遊ぶ姿を認めたり励ましたりする。

気の合う友達と試したり、

工夫したりして遊ぶ

冬の自然遊び

〇雪遊び 〇雪合戦 〇そり滑り

水・砂泥・しゃぼん玉で遊ぼう

〇水鉄砲 〇プール遊び 〇砂遊び

秋の自然を見つけよう

〇どんぐり集め 〇落ち葉プール

お別れ会をしよう

〇お別れ会の催しに参加する

〇卒園式の練習に参加する

□小学校生活へのスムーズ

な移行のため、園での経験

を確認しながら、ゆったりと

した時間枠で活動設定する。

★運動会（合同運動会）
◇情報共有

小学校生活に関わる活動を通して

幼児期の経験を生かしながら

楽しく安心して遊びや学習をする

≪学びの芽生え≫ ≪非認知能力の向上≫ ≪自覚的な学びの芽生え≫

自分や友達の成長に気付き、相手の気持ちを考えながら、

自分の考えを表現し、自信をもって生活や学習をする

≪学びへの意欲≫

友達との関わりの中で相手の考えも受け入れながら自分の考えを表現し、

意欲的に生活や学習に取り組む

≪挑戦≫≪年長児としての自覚≫ ≪成長の自覚≫

幼児期の経験を生かす

学校探検

〇がっこうだいすき

・なにがあるのかな

・どんな人に会えるかな

・見つけたことを伝えよう

夏を楽しむ

〇なつがやってきた

・雨上がりの校庭たんけん

・水であそぼう

秋を楽しむ

〇たのしいあきいっぱい

・校庭で秋をさがそう

・公園で秋をさがそう

・秋のおもちゃをつくろう

冬を楽しむ

〇ふゆをたのしもう

・校庭で冬をさがそう

・公園で冬をさがそう

・雪や氷であそぼう

・きせつのことを伝えよう

生き物の飼育

〇いきものとなかよし

・虫をさがそう

・どんなうごきをするのかな？

・どうぶつのせわをしよう

園児との交流

・秋のおもちゃをつくろう

・いっしょにあそぼう
新1年生を招待する

〇新しい1年生をしょうたいしよう

・どうしたら喜んでくれるかな

・招待したことを話し合おう

□子どもが個性を発揮できるように、共通

の目的で取り組む活動や行事で試行錯誤

しながら友達と協力する場面を称賛する。

□新しい環境でも安心感を与える

ため、絵本コーナーや生き物コー

ナー、自由遊びのスペースを作る。

共通の目的で取り組む活動や行事を通して友達と力を合わせ、

個性を発揮しながら遊びを楽しむ

活動や生活に見通しをもち、その実現の過程で充実感や満足感を味わう

小学校生活や学習に見通しをもって取り組み、

生活や学習をする

≪意欲の高まり≫

□年長組になった実感をもてるようにする

ために、新しく生活する場所や遊具を十分

に用意し、一緒に生活や遊びの場所を整

える。

□年長児としての役割をやり遂げた充実

感や喜びを分かち合うために、これまで

の園生活を振り返りながら、認める場を

設定する。

□生活に見通しがもてるように、時計を見

ながら行動できるよう視覚的に掲示を工

夫する。

□お互いを認め合う場として、共通の目的で取り組んだ活動や行事について振り返る時間を設定する。

□卒園に向けて、自分の成長や友達の成

長に気付いたり、一緒に遊んだ友達やお

世話になった人々へ感謝の気持ちをもっ

たりできる活動を設定する。

□スタートカリキュラムをも

とに１・２時間目は生活科を

中心とした合科的・関連的

な授業づくりを実施する。

□自分や友達の１年間の成長に気付く

ことができるように、動画や写真を掲示

する。

□それぞれの単元で見つけたものや調べたい事柄について気軽

に調べられるように、教室内に「調べコーナー」を設置する。

□新1年生の気持ちを考えて主体的に

活動できるよう、１年前の気持ちを想起

させる声掛けをしたり、学習記録を振り

返る時間を設定する。
□主体的に活動に取り組む意欲を高めるため、自分の思いを表現しようとする姿やで

きたことを認める声掛けや全体の前での称賛をする。

就学相談（幼小連携会）運動会（幼小合同運動会）情報共有（○○○会議）

◆家庭での様子や保護者の願いを聞いたり、園だよ

りやドキュメンテーションなどで園の生活や遊びのね

らいを伝えたりすることで、相互理解を深め、相談しや

すい関係を構築する。

◆☆緊急時の対応についての共通理解を図り、子ど

もをともに守る意識を高める。

◆活動量が多くなるため、家庭での健

康管理について啓発する。

◆☆保育参観や圓行事を通して、子どもたちの成長を知らせ共有する場

をつくることで、保護者同士、保護者と地域との交流を深める。

◆☆小学生や地域の人々との関わりに

ついての活動について情報を提供し、

家庭と学校、地域とのつながりについ

て意識を高める。

◆はぐくみステップを活用し、学校

への心構えや準備について話をす

ることで、食事や睡眠、排せつの大

切さについて再確認をする。

◆保護者懇談会、学年だより等

で「架け橋期カリキュラム」につ

いて伝え、理解を得る。

◆生活のリズムを整えることやメディ

アコントロールの必要性を伝え、理

解と協力を得る。

◆☆緊急時の対応についての

共通理解を図り、子どもをともに

守る意識を高める。

◆家庭での学習習慣の大切さについて話し、自分で学びたいことを決めて継続する大切さ

について理解を得る。

◆友達関係でのトラブルに対しては、事実を丁寧に

説明し、今後の生活にどのように活かしていくか？と

いう共通の視点をもって指導にあたることへの理解

を得る。

◆進級に向けて、保護者懇談会、学年だより等

で１年間の成長を振り返り、家庭でも称賛して

もらえるよう協力を得る。

◆生活（就寝や起床時刻）、家庭学習の習慣や

時間を振り返り、自分で決めた時間を目標に、

生活することができるように協力を得る。

◇教育面談 第〇学校運営協議会

むかしあそび会

他の先生にも話を聞

きたいな。

虫の飼い方を知りたいな。図鑑にかいてあるかな？

水をもっと遠くに

とばすには…

こうしたら音が大きくなるかも。

もう一回作ってみよう！

小さい芽を見つけたよ。

「ふゆめがっしょうだん」

教えてあげたいな。

1年前、招待されてうれしかったよね。

鍵盤で弾けるようになった曲を

聞いてもらいたいな。

花びらのじゅうたんが

できているよ！
砂をほると冷たいね。

気持ちいいな。

□ドキュメンテーションを活用する。 □学年だよりやHPを活用する。

（１）健康な心と体

〇生活に必要な技能獲得のための

活動設定や励まし

〇体を動かす心地よさを感じる活動設定

（３）協同性

〇共通の目的で取り組める活動設定

〇お互いの思いを共有する活動設定や声掛け

（４）道徳性・規範意識の芽生え

〇相手の気持ちを受容することの必要性がわかる

声掛け

〇自分の行動を振り返る場の設定

〇自己主張のぶつかり合いの補助や見守りと声掛け

（５）社会生活との関わり

〇家族や友達、地域との関わり

〇地域・保護者への情報発信と収集

〇公共施設や地域資源の積極的な利用

（６）思考力の芽生え

〇試行錯誤、工夫することの称賛

〇ものの性質や仕組みに気付く活動設定

（７）自然との関わり・生命尊重

〇自然の変化を感じる活動設定

〇自然を遊びに取り入れる

〇命あるものを大切に扱う行動を認め励ます

〇生き物に適した関わり方ができる環境設定

（８）数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚

〇数や形、文字などに触れる活動設定

〇数量や図形、標識や文字との関わりを深める活動設定

〇数字や文字の役割に気付く場面の共有

（９）言葉による伝え合い

〇動作や言葉で伝えようとする活動設定

〇言葉のやり取りを楽しむ姿を認め励ます

〇相手の話に興味をもって聞く声掛け

（10）豊かな感性と表現

〇表現のための基礎的な技能獲得 〇心を動かす出来事に出会う場の設定 〇色・形・音等の美しさや面白さに対する感覚を養う活動設定

〇様々な素材に触れる活動設定 〇自分なりの表現をする喜びや楽しさの共有

自分からお友達をさそって

一緒に遊ぶと楽しいね

ハンカチを自分で準備できて

さすが年長さんだね

お友達とやり方が違うことに気付いたんだね！

〇〇さんに教えてあげたいな

いっしょに□□を作ろう

〇〇さんはそう思ったんだね

お世話を毎日がんばっているね

〇〇さんのおかげで虫さんもうれしいね

たくさんの色を使って

カラフルな絵が描けたね

（時計の針）「３」になったら

お片付けを始めましょう

〇〇さんの気持ちを考えたんだね

ありがとう

〇〇さんのお話おもしろいね

△△さんに伝えてほしいな

□身辺材料を分かりやすく整理整頓でき

るように、十分なスペースを作り、視覚的

な掲示物を示す。

□小学生との交流を通して就学への期待

を膨らませることのできるよう、掲示物や遊

びのコーナーを設定する。

□「一日の流れ」「登校後の準備」など見通しをもって行

動できるように、視覚的に分かりやすい掲示をする。

□ICT機器でのデータ共有について必要に応じて援助する。

ダンゴムシが

どこにいるか

教えてあげる！

お魚に

なったみたい。
どんぐりを集めて

お料理に使おう！

次はこうやろうとしてるんだね

その考えは思いつかなかったな

〇〇ができるようになってきたことが

よく分かったよ。その調子！

それに気づくなんてさすがだね！

みんなでやったらどうなるかな

楽しみだね

絵本を読んでくれてありがとう

すてきなお話ですね

こぼさないように、

両手でしっかり支えているね

次はこうしようって

新しいアイデアが思いついたね

〇〇さんの気持ちが

表情から伝わってくるよ

地域の人に

あいさつできたね

図工「すきなものいっぱい」

〇自分の好きなものを絵に表す活動に

楽しく取り組む

〇お互いの好きなものを知る

（１０）すてきな色だね

（５）どんなものが好きかな？

友達の絵を見てみよう

国語「おおきなかぶ」

〇友達と役割を分担して物語を読む

〇動きに表しながら台詞を声に出す

（３）友達と協力して

発表できたね

（１０）○○さんは

動きをつけて読んでいるね

音楽「うたってなかよくなろう」

〇新しく出会った友達と

声を合わせて歌う

〇音楽に合わせて遊んだり

体を動かしながら聴いたりする

（５）友達と一緒に歌おう （１０）この歌知ってる？

（６）台詞のところは

どんな風に読みたいですか？

算数「なんじ なんじはん」

〇時刻の読み方を知る

〇時刻と生活が密接に

関わっていることを捉える

（５）園の中にも

時計はあったかな？

（６）時計を動かして

確かめよう

（１）何時に起きて

いるかな？

体育「走・跳の運動遊び」

〇力いっぱい走ったり、

障害物を走り超えたりする

等の遊びを楽しむ

〇体の使い方を身につける

（４）順番を守っているね（１）上手に跳び越えよう

（２）挑戦したいコースを選ぼう

道徳「かぼちゃのつる」

〇やりたいようにやりすぎ

て失敗した経験から、気を

付けることを考える

（４）相手の気持ちを

考えたんだね

（３）○○さんの気持ち、

分かるかな？

（９）友達はどう思ったか聞いてみよう

（８）短い針が

○時だね

（８）何回も読んだから、

すらすらと読めるように

なってきたね

生活「あさがおを育てよう」

〇あさがおの成長を観察し、植物の様子に気づく

〇植物に愛着をもつ

〇世話を続けた自分の成長を実感する

（６）葉っぱやお花の形を

よく見ているね
（７）お世話を頑張って

大きく育ったね

（８）葉っぱは何枚あるかな？

（１０）お花の色は何色だろう？

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を

踏まえた指導を工夫することにより、

幼児期に育まれた資質能力を踏まえて、

教育活動を実施する。

こうしたい！という気持ちが伝わってきたよ

一緒にやってみよう

（９）友達のよかった

ところはどこかな？

（２）これからのことを

考えているね

（６）どんな大きさの

紙がいいかな？


